
■環境モニタリング調査結果 ～工事中の地形変化～

ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ

差分 差分差分河口干潟東部周辺の地形
は、短期的な出水と日々
の波浪や潮流等によって
日々変化し続けている。

そのゆらぎの中で、浚渫
した箇所も地形の安定に
向かって埋め戻しが生じ
ていると考えられる。
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R1.6

■環境モニタリング調査結果 ～工事中の地形変化～

ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ

H29.10左岸

右岸

上流

工事中

第
３
期
工
事

渇水期

差分差分

下流

出水期

P11

P4以南は浚渫

H30.6 H30.10

第
４
期
工
事

渇水期

出水期を経て、
やや埋め戻された

第３渇水期浚渫

P2とP3周辺は
H29.10測量後の
大出水によって洗掘

河口テラスへの尾根筋は
H29.10測量後の
大出水によって堆積
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H30出水期の度重なる出水によって
みお筋がさらに洗掘し、河口テラスへの
尾根筋が著しく堆積した

⇒浚渫箇所の埋め戻しを確認
⇒第４期工事の浚渫量が増加した原因

P4以南は浚渫
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R2.10

■環境モニタリング調査結果 ～工事中の地形変化～

ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ
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P4以南は浚渫
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出水期を経て、
埋め戻された


